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ケア理論の現在―
コロナ･パンデミックにより露呈したもの

� 岡野　八代
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60 年代、公民権運動やさまざまな解放運動のなから登場した、ラディカル・フェ
ミニズム（＝女性の抑圧の根源には、家族制度が存在することを）が、市場の外に、
「家族」領域を発見し、その知見を吸収しつつ、マルクス主義フェミニストたちは、
「家族」と「市場」の編成のあり方を分析しながら、資本主義を批判し始めること
になる。
「家族」という領域から「市場」は、ヒトという視厳を労働力としてインプット
し、逆に労働力として使いものにならなくなった老人、病人、障がい者を「産業
廃棄物」としてアウトプットする。ヒトが、「市場」にとって労働力資源としか見
なされないところでは、「市場」にとって意味あるヒトとは、健康で一人前の成人
男子のことだけとなる。成人男子が産業軍事型社会の「現役兵」だとしたら、社
会の他のメンバー、たとえば子どもはその「予備軍」だし、「老人」は「退役兵」、
病人や障がい者は「廃兵」である。そして女は、これら「ヒトでないヒト」たち
を世話する補佐役、二級市民として、彼ら共に「市場」の外、「家族」という領域
に置き去りにされる�（10 頁）。
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